
為替週間展望＝ドル円はもみ合いとなり、一進一退の動きか

　　　　　　　　　　［４月２０日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    4 月 13 日～ 4 月 17 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  108.48   108.54(13)    106.93(15)    107.75   -0.72

ユーロ・ドル  1.0930   1.0991(15)    1.0817(16)    1.0850   -0.0087

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    19,897.26     +398.76     日本10年債利回り   0.025   +0.007

ダウ平均株価    23,537.68     -181.69     米10年債利回り     0.627   -0.092

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

２０日　ＮＺ第１四半期消費者物価

　　　　英４月ライトムーブ住宅価格

　　　　日本３月貿易収支

　　　　独３月生産者物価指数

　　　　ユーロ圏２月経常収支

　　　　ユーロ圏２月貿易収支

　　　　カナダ２月卸売売上高

２１日　英３月雇用統計

　　　　独４月ＺＥＷ景況感指数

　　　　カナダ２月小売売上高

　　　　米３月中古住宅販売件数

２２日　英３月消費者物価指数、英３月生産者物価指数、英３月小売物価指数

　　　　米ＭＢＡ住宅ローン申請件数

　　　　カナダ３月消費者物価指数

　　　　米２月住宅価格指数

２３日　英３月小売売上高

　　　　米新規失業保険申請件数

　　　　米３月新築住宅販売件数

２４日　日本３月消費者物価指数

　　　　独４月ｉｆｏ景況感指数

　　　　米３月耐久財受注

　　　　米４月ミシガン大学消費者信頼感指数確報値

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】新型コロナウイルスの影響により株式市場は大荒れなものの、為替

市場はまずまず落ち着きを見せており、株が乱高下しても、極端なリスク回避のドル買

いや円買いに傾きにくくなっているとみられる。ドル円は明確な方向感には乏しく、レ

ンジ相場で推移するとした。

　　　　

【新型コロナウイルスの影響で実体経済の悪化が一段と鮮明に】

　１５日の米国市場では３月の小売売上高、３月の鉱工業生産、４月のＮＹ連銀製造業

景気指数といった経済指標が過去最悪、ないしは記録的な低水準となるなど、新型コロ

ナウイルスの感染拡大により経済活動に大きな影響が出ている。米地区連銀経済報告

（ベージュブック）でも「経済活動は急速に縮小」としている。市場の想定以上に経済

指標の結果が悪かったことでおり、投資家心理が悪化して、１５日の米国株は大幅安と

なった。

　　

　１６日には４月のフィラデルフィア連銀景況指数、３月の米住宅建築許可件数は記録
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的な低水準となった。米新規失業保険申請件数（４月５日～４月１１日）は５２４．５

件となり、４週間で２２００万件に達している。１６日の米国株は売りに押された後、

下げ渋りを見せた。

　　

　トランプ米大統領は１５日の記者会見で新型コロナウイルスの感染者数はピークを過

ぎたと述べた。新型コロナウイルスの感染拡大の影響で制限されている経済活動を再開

する指針を１６日に発表した。感染拡大防止のために３月中旬から厳しい外出制限を実

施してきたが、今後は３段階に分けて、経済活動を再開させる。経済活動を再開する

か、いつどのように再開するかは各州の州知事が判断するとしている。感染がピークア

ウトして実際に活動が再開するには慎重な判断が必要とみられ、まだ時間がかかりそう

だ。

　　

　米国株は９日までの１週間で２６００ドル超の上昇となったものの、１３日以降は高

値圏で伸び悩み一進一退の動きを見せている。日経平均も１０日までの１週間で１６０

０円超の上げとなったものの、１３日以降は１万９７００円台もみ合いとなった。た

だ、日本時間の１７日の朝方にトランプ米大統領が経済活動の再開の指針を発表する

と、米国株価指数先物が時間外取引で急伸して、ＮＹダウ先物は８００ドル超の上げと

なり、日経平均も大幅高となった。

　　

　このところのドル円はそれほど大きな動きを見せていない。米国株が戻りの途上でも

み合いを見せており、一時期のような弱さはない。米経済指標の悪化は重石となるもの

の、米国での経済活動再開への期待感もあり、ドル円は方向感を探るような動きとなっ

ている。ドル円は１１０円を上抜くような力強さはないものの、１０５円を割り込むよ

うな円高にもなりにくい。こうした中、ドル円は一進一退の動きとなりそうだ。ドル円

の目先の予想レンジは、１０６．００～１０９．５０円。

　　

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、２０日に日本３月貿易収支、２１日に米

３月中古住宅販売件数、２２日に米ＭＢＡ住宅ローン申請件数、米２月住宅価格指数、

２３日に米新規失業保険申請件数、米３月新築住宅販売件数、２４日に日本３月消費者

物価指数、米３月耐久財受注、米４月ミシガン大学消費者信頼感指数確報値などがあ

る。

　　

【ユーロドルは軟調に推移か】

　欧州でも１５日にドイツが行動制限を一部緩和すると発表しており、オーストリアに

続く動きを見せている。感染拡大がピークアウトしたと判断するにはまだ早いとみられ

るが、これまでに規制が長期化したことで、実体経済への悪影響を緩和したいという意

向が働いている。

　　

　このところは新興国通貨が売りに押されている。南アランド、メキシコペソ、トルコ

リラ、ブラジルレアルなどが対ドル、対円で下落している。新型コロナウイルスの感染

拡大の影響で、これらの国々の経済は先進国と比べて一段と悪化する可能性が高い上、

リスク回避のドル買いの面もある。ドルは対新興国通貨だけでなく、対円や対ユーロな

ど主要国の通貨に対しても堅調な動きを見せている。

　　

　ユーロドルは４月６日の１．０７台後半から、１５日には１．０９台後半まで上昇し

たものの、戻りの動きは一服している。一部の国で行動制限の緩和が実行される見込み

ながらも、一段の景気の悪化は避けられず、ユーロを積極的に買い進む理由に乏しい。

このため、ユーロドルは戻り一服から、軟調に推移するとみられる。ユーロドルの目先

の予想レンジは、１．０６００～１．１０００ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、２０日にＮＺ第１四半期消費者物価、英４

月ライトムーブ住宅価格、独３月生産者物価指数、ユーロ圏２月経常収支、ユーロ圏２

月貿易収支、カナダ２月卸売売上高、２１日に英３月雇用統計、独４月ＺＥＷ景況感指

数、カナダ２月小売売上高、２２日に英３月消費者物価指数、英３月生産者物価指数、

英３月小売物価指数、カナダ３月消費者物価指数、２３日に英３月小売売上高、２４日

に独４月ｉｆｏ景況感指数などがある。
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